
 

 

 

■実施状況                                            ＜令和８年３月時点＞ 

交付限度額 9億 6188 万円     

うち令和７年度 交付決定額 5億 3381 万円（55%） 

うち令和８年度 交付決定額 ―円（―%） 

残額 4億 2807 万円（45%） 

 

■主な事業概要 ※規模の大きい事業を最大５つ程度記載（詳細は別途実施計画をご覧ください） 

生活者支援 

 

◆食料品等物価高騰支援給付金支給事業 事業費：８億９９１万円  ※食料品特別加算を活用 

 食料品の物価高騰による負担を軽減するため、全市民に対して一人あたり現金 7,000円を支給する。 

 
 

事業者支援 

 

◆地域密着型介護サービス事業者物価高騰対策事業 事業費：４６６万円 

 光熱水費高騰額の一部を補助するため、地域密着型介護サービス事業所に対して交付金を支給することで、物価高騰の影響を受ける地域密着型介護事業

者の事業継続を支援する。（対象事業所：51事業所、入所系（13事業所）229人×単価 12,100円～12,900円＝2,861千円、通所系（11事業所）174人×単

価 8,100円～9,200円＝1,458千円、訪問系 27事業所×12,600円＝340千円） 

 

◆保育事業者物価高騰対策事業 事業費：２５３万円 

 光熱水費高騰額の一部を補助するため、保育事業者に対して交付金を支給することで、物価高騰の影響を受ける保育事業者の事業継続を支援する。（対

象事業者：16事業者、私立保育所 12園・認定こども園 1園・小規模保育事業所 3園 2,147人×800円～1,400円＝2,528千円)  

 

◆障がい福祉サービス事業者物価高騰対策事業 事業費：８万円 

 光熱水費高騰額の一部を補助するため、障がい福祉サービス事業所に対して交付金を支給することで、物価高騰の影響を受ける障がい福祉サービス事業

者の事業継続を支援する。（対象障がい福祉サービス事業所：6施設、 1事業所あたり 12,600円） 

 

※事業費の全部又は一部に本交付金を充当予定

 

令和７年度補正予算 重点支援地方交付金の活用状況について 

福岡県筑紫野市 


